
概

物観察会参加者数 人 1

施

50 96 150
1 　□

策

 Ａ　　　 □ Ｂ　

名

　　 □ Ｃ　　　 

地

□ Ｄ　

公害（生活環

球

境）苦情処理件数は近

・

年に比べ、騒音や野焼

自

きの苦情が多かったが

然

、迅速に直接指導をす

・

ることで
■ 計画どお

生

り   
令和　３年度

活

再発防止に努めた。水

環

生生物観察会は新型コ

境

ロナウイルス感染拡大

基

防止のため、一度の参

本

加者数を減らし、開催

目

□ 遅延      

標

   
の評価 回数を増

安

やす形式で実施したが

全

、参加者数に大きな増

・

加はなかった。水質調

安

査では大場川の支流を

心

含め、毎月調
□ 進展

に

なし     
査を実

暮

施し、環境項目に対し

ら

異常を示すような汚染

せ

や大場川に流出するよ

る

うな水質事故はなかっ

ま

た。
■ 維持　□ 拡

ち

大 苦情発生を未然に防

要

ぐため、生活騒音や野

施

焼きについて、周知を

策

図るとともに、苦情が

の

発生した際は、引き続

目

き
事業区分 □ 自治事

的

務   □ 法定受託

か

   □ その他
今後

け

の方向性 □ 縮小　□

が

 改善 迅速に対応し、

え

再発がないよう努める

の

。水生生物観察会は参

な

加者数増加のために、

い

新型コロナウイルス感

地

染拡大
（改善措置等）

球

□ 休止　□ 終了 防

環

止に配慮した開催方法

境

等について検討してい

を

く。水質調査は、引き

守

続き、大場川の支流を

り

含めた１１河川１３
計

、

画対象 □ 実施計画査

豊

定対象  □ 行政改

か

革対象 
□ 廃止　　

な

　　 地点で環境汚染

自

を監視する。

※決算額

然

については、端数処理

環

により、他資料の決算

境

額と差異が生じている

、

場合もあります。

快適な生活環境を次世代

No. 事務事業名

に

活動内容 コスト（事業

引

費：千円）

畜犬指導事

き

業 令和　２年度 令和　

継

３年度 令和　３年度 令

ぐ

和　４年度 令和　２年

こ

度 令和　３年度 令和　

と

３年度 令和　４年度
活

。

動指標名 単位
実績 計画

施

実績 計画 決算 当初予算

策

決算 当初予算
全体事業

の

概要
①

畜犬登録数 頭 4

方

,900 4,844 4

向

,900
狂犬病予防法

快

及び動物の愛護と管理

適

に関する法律に基
づき

な

、犬と猫の適切な飼育

生

の普及と啓発を図ると

活

とも 0 0 0 0
に、飼い

環

主のいない猫の避妊・

境

去勢手術に要する費用

へ

②
狂犬病予防注射接種

の

率 ％ 80 75.3 80

推

への補助事業を推進す

進

る。

令和　５年度の優

大

先度

③
地域ねこ避妊等

気

補助金交 件 160 11

汚

9 160
2 付件数 　□

染

 Ａ　　　 □ Ｂ　

防

　　 □ Ｃ　　　 

止

□ Ｄ　

狂犬病予防集

法

合注射がコロナウイル

、

スの影響で中止となり

水

、接種率が伸びなかっ

質

たため、未実施者に確

汚

認はがき
■ 計画どお

濁

り   
令和　３年度

防

を２回送付し、戸別訪

止

問するなどして、狂犬

法

病予防注射の接種率向

等

上に努めた。人と猫が

に

共生するまちを目指し

基

□ 遅延      

づ

   
の評価 、飼い主

く

のいない猫避妊去勢手

定

術費補助事業を推進す

期

るとともに、高齢者の

的

ペットに関する問題等

な

について、社
□ 進展

測

なし     
会福祉

定

部局、ボランティア団

監

体と協議した。
■ 維

視

持　□ 拡大 動物愛護

、

法改正や災害時同行避

苦

難について周知を図る

情

とともに、引き続き、

へ

飼い主の管理責任の普

の

及・啓発、飼
事業区分

適

□ 自治事務   □

切

 法定受託   □ 

な

その他
今後の方向性 □

対

 縮小　□ 改善 い主

応

のいない猫の保護及び

を

管理指導要綱によるマ

実

ナー啓発などに努め、

施

犬や猫の適正な飼育の

す

推進を図る。また
（改

る

善措置等）□ 休止　

と

□ 終了 、地域ねこや

と

ＴＮＲなどについて、

も

田方獣医師会やボラン

に

ティア団体との連携を

、

密にし、人と猫が共生

狂

するまち
計画対象 □ 

犬

実施計画査定対象  

病

□ 行政改革対象 
□

予

 廃止　　　　 をめ

防

ざした対策を検討する

法

。

等に基づく犬猫の適正飼育、飼い主のいない猫
■ 計画どおり   

令和　３年度 の避妊去勢手術補助事業を推進することにより、快適な生活環境の保全・推進が図れた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も引き続き、大気汚染防止法、水質汚濁防止法等に基づく定期的な測定監視、苦情への適切な対応を実施するとともに、狂犬病予防法等に基づく犬猫の適正飼育、

今後の方向性 □ 拡大　　　　 飼い主のいない猫の避妊去勢手術補助事業を推進することにより、快適な生活環境の保全・推進を図っていく。新型コロナウイルス感染症の影響で実績が低下した水生

（改善措

1

置等） □ 縮小　　　

頁

　 生物観察会、狂犬

令

病予防注射接種率等に

和

ついては、対策を徹底

 

するとともに、開催方

3

法・場所などを検討し

年

ていく。
□ 改善　　

度

　　 

　　事務事業評価表（

No.

個

事務事業名 活動内容 コ

票

スト（事業費：千円）

）

環境保全推進事業 令和

課

　２年度 令和　３年度

名

令和　３年度 令和　４

環

年度 令和　２年度 令和

境

　３年度 令和　３年度

市

令和　４年度
活動指標

民

名 単位
実績 計画 実績 計

部

画 決算 当初予算 決算 当

環

初予算
全体事業概要

①

境

公害（生活環境）苦情

政

処 件 100 99 100

策

大気汚染防止法、水質

課

汚濁防止法等に基づく

作

定期的・ 理件数
継続的

成

な監視・測定を実施す

日

ることにより、市民の

令

安 0 12,886 12

和

,774 13,007

　

全・安心な生活環境を

４

保全するとともに、苦

年

情への適
②

大場川塚本

　

橋のＢＯＤ年 mg/L

８

1.1 0.9 1.1
切

月

な対応、路上喫煙やポ

　

イ捨て禁止の徹底を図

５

る。 間平均値

令和　５

日

年度の優先度

③
水生生


